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退職者（平成31年３月31日付）
山崎浩太朗
（水道温泉課 業務係 主事補）

町職員の配置 （平成31年４月１日付）
さらなるまちづくりの向上を目指し、４月１日に人事異動を行いました。今年度は６人の新規職

員が加わり、新たな体制でスタートしています。（表記の※は昇格者、異動者、新規採用者です）

【
新
規
採
用
職
員
】

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

start
04

農林水産係 係長 堤 康 匡 土 屋 翔 遠 藤 健 司 村 田 知 宏
観光商工振興係 主幹兼係長※土 屋 勉 土 屋 悟 史 鈴 木 剛 山 下 永 吉

会 計 係 渡 邉 優 人 石田有樹子

管 理 係 係長 中 村 光 幸 飯 田 雅 人 臼 井 英 樹
建 設 係 主幹兼係長※臼 井 理 治 土 屋 友 樹 梅 原 孝 起

健 康 係 主幹兼係長 土 屋 典 子 稲 葉 臣 関 真 由 美 中 川 舞 香 山下由香里
福祉介護係 係長 進 士 正 寛 土 屋 美 佳 土 屋 美 里 加 藤 浩 平 鈴木ありさ
包括支援係 主幹兼係長 遠 藤 絹 代 渡邉美智子 久 澤 康 徳
保険年金係 係長 安 田 大 介 鈴 木 英 光 石 井 朋 代

総 務 係 主幹兼係長 山 本 博 雄 ※秋 吉 里 枝 後 藤 明 山 田 祐 司
財 政 係 主幹兼係長 島 崎 和 広 相馬紳一郎
検 査 係 鈴 木 弘 之
防 災 係 主幹兼係長兼防災監代理※友 田 佳 伸 山 本 伊 代 石 井 悠 嗣

窓 口 係 主幹兼係長 山本久美子 釜田千穂里 木 村 圭 佑 稲 葉 純 平
税 務 係 係長 ※島 崎 友 子 長谷川純也 長 田 誠 弘 飯 田 佳 希
徴 収 係 係長 相 馬 圭 吾 渡 辺 稜 鳥 澤 健 太

総務課
課長 野口 浩明

(防災監兼務）

建設課
課長 村串 信二

健康福祉課
課長 ※稲葉 吉一

町民生活課
課長 飯田 吉光

企画調整課
課長 後藤 幹樹

水道温泉課
課長 中村 邦彦

工 務 係 係長 土 屋 正 樹 稲 葉 健 太 島 﨑 恭 平
業 務 係 係長 稲 葉 純 豊 田 綾 文

産業振興課
課長 鳥澤 俊光
（農業委員会事務局長兼務）

農 業 委 員 会 ……………………………………書記（主任） 萩 原 和 也（農林水産係兼務）

議会事務局
事務局長 木村 吉弘
（選管・監査委員事務局長兼務）

……………………………………書記（主事） 大 川 知 寛（選挙管理委員会・監査委員事務局書記兼務）

会計室
室長 渡辺 音哉
(会計管理者兼務)

美しい伊豆創造センター派遣 主幹 小 野 英 樹

主幹 稲 葉 英 紀 山 下 智 巳 稲 本 徳 昭東河環境センター派遣
所長 土 屋 亨

教育長 鈴木 基教育委員会

学校教育係 係長 土 屋 政 治 瀧 口 聖 道 白 井 淑 基
社会教育係 主幹兼係長 土 屋 弘 幸 村 山 朝 美 鈴 木 泰 斗

教育委員会
事務局長川尻 一仁

学 校 用 務……………………………………佐 藤 典 枝

さくら幼稚園
園長 竹内佐紀子

係長教諭 板 垣 典 子 有 澤 則 子 進 士 麻 実 鈴木めぐみ
野 口 真 実 友 田 美 和 山 下 里 穂

後期高齢者医療広域連合派遣 稲葉めぐみ

企画調整係 係長 平 川 直 也 ※古 川 雅 也 村 串 弘 親 渡 辺 亮 平 板 垣 雄 大
広報秘書係 主幹兼係長 鈴 木 亜 弥 相 馬 祐 希

（長（長野野 35歳35歳））

健康福祉健康福祉課課

久澤久澤
ひさざひさざわわ

康徳康徳
やすのやすのりり

（笹（笹原原 25歳25歳））

健康福祉健康福祉課課

山下山下 由香里由香里
ゆかゆかりり

（東伊豆（東伊豆町町 25歳）25歳）

健康福祉健康福祉課課

鈴鈴木木 ありありささ

副
町
長

土
屋

晴
弥

町

長

岸

重
宏

（東伊豆（東伊豆町町 2222歳）歳）

建設建設課課

梅原梅原
うめ ばら

孝起孝起
ここうきこうき

（下（下峰峰 18歳18歳））

町民生活町民生活課課

鳥澤鳥澤 健太健太
けんけんたた

（下佐ヶ（下佐ヶ野野 18歳）18歳）

町民生活町民生活課課

稲葉稲葉 純平純平
じゅんぺじゅんぺいい
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平
成
３１
年
（
令
和
元
年
）
度
の

行
政
連
絡
委
員
（
区
長
さ
ん
）
が

決
ま
り
ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
連
絡
委
員
に
は
、
主
に
町

か
ら
の
連
絡
事
項
を
地
区
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
り
、
役
場
か
ら
依
頼

さ
れ
た
調
査
報
告
に
関
す
る
仕
事

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
の
活
力
に

河
津
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委

嘱
式
が
４
月
２
日
、
町
長
室
で
行

わ
れ
、
３
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ▲左から輿水さん、越尾さん、和田さん

氏 名地 区

村 木 定 男浜

岩 永 一 夫笹 原

後 藤 守田 中

風 間 弘 文沢 田

彦 山 和 利逆 川

鈴 木 顕 一上 峰

佐 藤 俊 幸下 峰

髙 橋 明 博谷 津

杉 山 文 章縄 地

栖 山 隆 司見高浜

佐々木 英 雄長 野

土 屋 常 平見高入谷

中 村 武梨 本

稲 葉 勇 一泉奥原

山 城 好 一川 横

板 垣 正 春大 鍋

渡 邊 保 彦小 鍋

鈴 木 清 智湯ヶ野

宮 本 達 希下佐ヶ野

齋 藤 公 紀上佐ヶ野

相 馬 慎 一天 川

相 馬 克 光筏 場

正 木 栄大 堰

農
地
の
有
効
利
用
の
た
め
に

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

間
で
す
。

委
員
は
、
優
良
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
の
た
め
に
農
地
法
に
基

づ
く
許
可
や
、
認
定
農
業
者
な
ど

の
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積・

集
約
化
、遊
休
農
地
の
発
生
防
止・

解
消
な
ど
を
行
い
ま
す
。

平成31年（令和元年）度行政連絡委員

れ
ま
し
た
。
２
年
目
の
和
田
佳
菜

子
さ
ん
（
３１
）
に
加
え
、
新
た
に

越
尾
み
ゆ
さ
ん（
２３
）と

こ
し
お

輿
水

こ
し
み
ず

光
樹

こ
う
き

さ
ん（
５４
）が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
引
き
続
き
情
報
発
信

を
中
心
に
活
動
し
、
越
尾
さ
ん
と

輿
水
さ
ん
は
鳥
獣
害
対
策
や
、
町

が
防
災
協
定
を
結
ぶ
東
京
都
渋
谷

区
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
担
当
し

ま
す
。
式
で
３
人
は
「
自
分
た
ち

の
能
力
を
活
か
し
、
町
の
役
に
立

て
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
力

強
く
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

新
た
に
2
人
の
協
力
隊
を
委
嘱

地 区氏 名

天 川相 馬 圭 一

大 鍋平 川 茂 美

縄 地堀 池 邦 仁

下 峰志 賀 剛

上佐ヶ野長 田 幸 惠

上 峰土 屋 訓 司

泉奥原田 嶋 恒 規

長 野飯 田 稔

笹 原鈴 木 敏 雄

沢 田後 藤 美南子

下 峰村 木 貞 一

平
成
３１
年
４
月
か
ら
の
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
３
年

農業委員（平成31年４月１日～令和４年３月31日）

農地利用最適化推進委員
（平成31年４月１日～令和４年３月31日）

地 区氏 名

小 鍋鈴 木 義 計

谷 津渡 邊 壽 夫

川 横板 垣 芳 哉

見高浜栖 山 隆 司

沢 田鈴 木 康 紀

会長：村木貞一（下峰）

新年度か新年度からら
よろしよろしくく
お願いしまお願いしますす

新年度から
よろしく
お願いします

start
02

start
03

start
01

23
人
の
区
長
さ
ん
が
地
区
と
行
政
の
架
け
橋
に

行
政
連
絡
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た



■
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
費
助
成
事
業

赤
ち
ゃ
ん
の
聴
覚
検
査
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
生
後
４
カ
月
未
満
の
児
（
検
査

日
に
、
児
と
産
婦
の
両
方
ま
た
は

い
ず
れ
か
が
町
に
住
所
を
有
す
る
）

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
際

に
か
か
る
保
険
対
象
医
療
費
の
自

己
負
担
分
と
、
入
院
時
の
食
事
療

養
費
標
準
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
高
校
３
年
生

世
代
（
１８
歳
以
下
）
ま
で
の
子
ど

も問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
子
育
て
応
援

住
宅
整
備
事
業
補
助
金

住
宅
の
新
築
工
事
や
増
改
築
工

事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
１８
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
ま
た
は
補
助
の
申
請
時
点
で
妊

婦
の
い
る
世
帯

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
人

・
住
宅
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人

お
よ
び
居
住
し
て
い
る
人

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
教
育
資
金
利
子
補
給
金

一
定
の
金
融
機
関
か
ら
大
学
や

専
門
学
校
な
ど
へ
進
学
の
た
め
教

育
資
金
を
借
り
入
れ
た
人
ま
た
は

公
共
機
関
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を

受
け
た
人
に
対
し
、
利
子
を
補
給

■
木
造
住
宅
建
築
等

助
成
制
度
補
助
金

木
造
住
宅
の
新
築
ま
た
は
増
築

を
町
内
の
業
者
に
依
頼
さ
れ
た
人

に
、
当
該
住
宅
に
賦
課
さ
れ
た
固

定
資
産
税
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
申
請
日
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人
の
う
ち
、
町
税
な
ど
の
支

払
い
を
口
座
振
替
で
行
っ
て
い
る

人
、
も
し
く
は
今
後
口
座
振
替
を

す
る
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ−

０ゼ
ロ

町
で
派
遣
す
る
専
門
家
が
、
対

象
と
な
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
１
棟
１
回
限
り
で
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

診
断
結
果
を
も
と
に
、
耐
震
補

強
計
画
の
作
成
や
耐
震
補
強
工
事

が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
計

画
の
作
成
や
工
事
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
昭
和
５６
年
５
月

５６

３１
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅

【
そ
の
他
】

・
工
事
を
実
施
す
る
場
合
は
、
契

約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

建
設
課
（
3
4
）
1
9
5
2

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
改
善
事
業
補
助
金

地
震
発
生
時
に
倒
壊
・
転
倒
の

危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
ま
た
は
改
善
を
行
う
場
合
、

工
事
や
設
計
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
撤
去
は
道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
、
改
善
は
広
域
避
難
地
避
難

路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

建
設
課
（
3
4
）
1
9
5
2

し
ま
す
。

【
対
象
】

・
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
な
ど

そ
の
他
の
教
育
機
関
に
就
学
す
る

た
め
借
り
入
れ
た
教
育
資
金
。（
カ
ー

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
借
り
入
れ
は
対

象
外
）

・
利
子
補
給
率
は
３
％
以
内
、
期

間
は
最
初
の
交
付
決
定
を
行
っ
た

日
か
ら
１０
年
以
内（
在
籍
期
間
中
）

問

教
育
委
員
会（

3
4
）1
1
1
7

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
人
に
、
１
ｋ
ｗ
（
５

万
円
）で
最
高
４
ｋ
ｗ（
２０
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
す
る

住
宅
（
店
舗
兼
用
住
宅
を
含
み
、

賃
貸
住
宅
は
除
く
）
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
で
町

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

企
画
調
整
課（

3
4
）1
9
2
4

住
宅
・
安
全

ฏ��	ྩ ݩ


町の補助制度の紹介
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info
02

駿河湾を震源とする地震によるブロック塀の倒壊

■
結
婚
祝
金

新
た
に
夫
婦
と
な
っ
た
１
組
に

つ
き
１０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
夫
婦

・
婚
姻
の
届
出
を
し
、
夫
婦
と
も

に
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
夫
婦
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
が

婚
姻
届
出
前
に
１
年
以
上
町
に
居

住
し
て
い
る
人

・
夫
婦
と
も
に
、
結
婚
後
も
引
き

続
き
町
に
住
所
を
有
す
る
人

・
過
去
に
河
津
町
結
婚
祝
金
を
受

け
て
お
ら
ず
、
町
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
敬
老
祝
金
お
よ
び
記
念
品

１００
歳
に
達
し
た
人
に

１００

１０
万
円
を
、

８８
歳
に
達
し
た
人
と

８８

１００
歳
以
上
の

人
に
記
念
品
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
（
住
所
地
特

例
の
人
は
従
前
住
所
地
）、８８
歳
に

達
し
た
人
お
よ
び
１００
歳
以
上
の
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
出
産
費
助
成
制
度

子
ど
も
の
出
産
に
か
か
る
費
用

の
一
部（
１０
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
出
産
日
の
６
カ
月
以
上
前
か
ら

町
に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続
き
町

に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
出
産
育
児
一
時
金

出
産
児
１
人
に
つ
き
、
一
時
金

と
し
て
４２
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
出
産

し
た
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
不
妊
治
療
費
・
不
育
症
治
療
費

等
助
成
事
業

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
（
治

療
費
と
治
療
の
た
め
通
院
に
要
し

た
交
通
費
）
や
、
不
育
症
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険

法
の
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者

で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

・
①
一
般
不
妊
治
療
（
１
回
２
万

円
を
限
度
に
年
間
１０
万
円
ま
で
）

②
人
工
授
精
（
年
度
ご
と
に
負
担

額
の
１０
分
の
７
、
上
限
６
万
５
千

円
ま
で
）
※
①
と
②
の
併
用
不
可

・特
定
不
妊
治
療
（
※
体
外
受
精・

顕
微
受
精
・
男
性
不
妊
治
療
に
関

わ
る
手
術
「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
な
ど
」）は
１
回
１５
万
円
を
限
度

に
年
２
回
ま
で

・
不
育
症
治
療
（
年
度
ご
と
に
負

担
額
の
１０
分
の
７
、
上
限

１０

２４
万
千

５
百
円
ま
で
）

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
妊
婦
・
産
婦
健
康
診
査
費

助
成
事
業

妊
婦
健
康
診
査
の
う
ち
、基
本
健

診
１４
回
分
、
超
音
波
検
査
４
回
分
、

血
液
検
査
１
回
分・血
算
検
査
１
回

分・Ｇ
Ｂ
Ｓ
検
査
１
回
分
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

産
後
２
週
間・１
カ
月
の
産
婦
健

診
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
妊
婦
ま
た
は

産
婦

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

お
祝
い
・
子
育
て

平
成
３１
年
（
令
和
元
年
）
度

町
の
助
成
・
補
助
制
度
を
紹
介
し
ま
す

町
で
は
、
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
・
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
お
祝
い
・
子
育
て
」
「
住
宅
・
安
全
」

「
商
工
・
農
業
」
「
健
康
・
く
ら
し
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
。
着
工
前
に
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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■
小
売
事
業
者

強
化
事
業
費
補
助
金

町
内
の
事
業
者
で
、
情
報
通
信

媒
体
を
活
用
し
て
事
業
拡
大
に
取

り
組
む
場
合
、
必
要
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
内
の
個
人
事
業
者
お
よ
び
申

請
後
１
年
以
内
に
町
内
で
事
業
を

行
う
人
が
実
施
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
新
規
作
成
や
改
修
に
伴
う
委
託

費
用
や
商
標
登
録
、
意
匠
登
録
に

か
か
る
費
用
な
ど

・
事
業
費
が
１０
万
円
以
上

１０

６０
万
円

ま
で
の
う
ち
、
２
分
の
１
が
限
度

で
す
。

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

■
鳥
獣
害
対
策
事
業
補
助
金

農
作
物
の
鳥
獣
害
対
策
に
、
電

気
柵
な
ど
の
購
入
・
設
置
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
農
作
物
な

ど
に
鳥
獣
被
害
を
受
け
た
人
ま
た

は
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
設
備
購
入
費
の
２
分
の
１
（
上

限
１０
万
円
ま
で
）

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

■
有
害
鳥
獣
駆
除
報
奨
金
制
度

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
鳥
獣

の
保
護
お
よ
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
駆
除
報

奨
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
内
に
お
い
て
対
象
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
人

・有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
受
け
た
人

【
そ
の
他
】

・
野
生
猿
は
１
頭
２
万
２
千
円

・
猪
と
日
本
鹿
は
１
頭
５
千
円

・
国
や
Ｊ
Ａ
か
ら
も
駆
除
に
対
す

る
助
成
金
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

■
狩
猟
免
許
（
わ
な
免
許
）

取
得
補
助
金

県
で
主
催
す
る
狩
猟
免
許
試
験

（
わ
な
免
許
）
お
よ
び
県
猟
友
会

主
催
で
行
わ
れ
る
試
験
予
備
講
習

会
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人

・新
た
に
狩
猟
免
許
（
わ
な
免
許
）

を
取
得
し
た
人

【
そ
の
他
】

・
申
請
年
度
内
に
狩
猟
免
許
を
取

得
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

・
受
験
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
受
験
の
申
し
込
み
は
、
各
自
で

お
願
い
し
ま
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

防災メールを登録してありますか？

QRコード

問 総務課防災係 緯34－1913

※QRコードが読み取れない場合は、
bousai.kawazu-town
@raiden.ktaiwork.jpへ空メールを
送信してください。

■
家
具
転
倒
防
止
器
具
等

購
入
補
助
金

家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
転
倒
防
止
器
具
な
ど
を
設
置
す

る
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅（
事
業
所・

店
舗
）
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者

【
そ
の
他
】

・
６５
歳
以
上
の
世
帯
は
全
額
補
助

・
自
ら
購
入
、
設
置
す
る
場
合
は

上
限
１
万
円

・
自
ら
購
入
し
、
設
置
を
事
業
者

に
依
頼
す
る
場
合
ま
た
は
す
べ
て

を
事
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
は
、

上
限
２
万
円

問

総
務
課
（
3
4
）
1
9
1
3

商
工
・
農
業

New!!
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町の災害や防災、行政情報などを迅速に受け取れる防災メール。

災害時の貴重な情報源となりますので、ぜひご活用ください。

受信拒否設定などでメールが受信されない場合、各携帯会社のサイトか販売店にお

問い合わせください。登録名については自由ですが、万が一システムに異常が出た場

合の連絡をするため、実名での登録を推奨しています。（メールの受信には、１通あた

り１〜２円のパケット通信料がかかります。）

■
町
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
助
成

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部

を
上
限
１
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て

１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
満
３０
歳

以
上
７５
歳
未
満
の
人

・
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な

い
世
帯
の
人

・
町
の
き
っ
か
け
健
診
、
特
定
健

診
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
受
診

結
果
を
町
に
提
供
で
き
る
人

【
そ
の
他
】

・
受
診
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

■
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園

町
民
施
設
利
用
券

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
に
無
料
で

入
園
で
き
る
町
民
施
設
利
用
券
を

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
ま
た
は
役
場

で
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

・
入
園
時
に
免
許
証
な
ど
の
提
示

が
必
要
で
す
。

・
１
回
に
町
民
何
名
様
で
も
無
料

で
入
園
で
き
ま
す
。

問

企
画
調
整
課（

3
4
）1
9
2
4

■
防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
自
主
防
災

組
織
ま
た
は
区
に
所
属
し
て
い
る

人
で
自
主
防
災
組
織
ま
た
は
区
長

が
推
薦
す
る
人

・
受
講
料
や
防
災
士
認
証
登
録
申

請
料
、
旅
費
な
ど
を
対
象
に
１０
万

円
を
限
度

問

総
務
課
（
3
4
）
1
9
1
3

■
寿
回
数
券

バ
ス
回
数
券
の
購
入
代
金
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
満
７０
歳
以
上

の
人

【
そ
の
他
】

・
役
場
企
画
調
整
課
で
発
行
す
る

証
明
書
を
持
参
し
て
、
南
伊
豆
東

海
バ
ス
河
津
駅
案
内
所
で
回
数
券

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問

企
画
調
整
課（

3
4
）1
9
2
4

■
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
補
助
金

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
設
置
替
え
を
す
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
内
に
浄
化
槽
を
所
有
し
て
お

り
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
新
築
ま
た
は
改
築
な
ど
に
伴
う

設
置
替
え
は
対
象
外
で
す
。

問

町
民
生
活
課（

3
4
）1
9
3
2

■
生
ご
み
堆
肥
化

促
進
事
業
補
助
金

ご
み
の
減
量
化
対
策
に
、
家
庭

か
ら
出
る
生
ご
み
の
家
庭
処
理
を

推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
の
堆
肥

化
処
理
機
な
ど
の
購
入
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

・
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
一
度
申
請
を
し
て
い
る
場
合
は
、

５
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

問

町
民
生
活
課（

3
4
）1
9
3
2

■
猫
の
不
妊
去
勢
手
術

費
用
補
助
金

猫
の
不
妊
手
術
ま
た
は
去
勢
手

術
お
よ
び
併
せ
て
行
う
耳
カ
ッ
ト

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
飼
い
猫
ま
た
は
飼
い
主
の
い
な

い
猫
に
手
術
お
よ
び
耳
カ
ッ
ト
を

受
け
さ
せ
る
人

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

・
手
術
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

町
民
生
活
課（

3
4
）1
9
3
2

健
康
・
く
ら
し

ポッチとニャンチの愛の伝
言板もご利用ください

■
切
枝
用
河
津
桜

新
植
支
援
事
業
費
補
助
金

切
枝
用
の
河
津
桜
植
栽
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人
（
団
体
）

で
切
枝
用
河
津
桜
を
栽
培
し
、
販

売
す
る
目
的
で
実
施
す
る
事
業

・
苗
木
を
１０
本
以
上
一
括
購
入
し

植
栽
す
る
人
（
団
体
）

問

企
画
調
整
課

（
3
4
）
1
9
2
4
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町の補助制度の紹介
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New!!

河津バガテル公園で春バラまつり開催中（6月30日まで）



まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

わかば保育園（織田恒孝園長）入園式が４月２日に
行われました。１歳から５歳の真新しい園服を着た新
入園児がまぶしい笑顔を浮かべながら保護者と一緒に
保育園に向かいました。式では、保護者の膝の上に座
りながら、緊張した表情をみせていた新入園児も新し
いお友達や先生と一緒に手遊び歌を歌うと、元気いっ
ぱい楽しんでいました。

ワクワクの入園式
わかば保育園 入園式

������ ใ͔Θͮ ８

新しい協定服を着て緊張しながら並ぶ新１年生

保護者と一緒に笑顔でさくらっこの仲間入り

町内３小学校の入学式が４月５日、各

小学校で行われ、東小９人、西小１３人、

南小２７人の児童が入学しました。

町立南小学校（黒田英津子校長）では、

黒田校長が手品を交えながら式辞を述べ、

緊張の表情で並んでいた新入生も笑顔を

浮かべながら聞いていました。２年生か

らは歓迎の言葉と歌が披露され、元気いっ

ぱいの歌声が会場に響きました。新しい

友達やお兄さんお姉さんたちとワクワク

ドキドキの小学校生活が始まります。

ドキドキの１年生
小学校 入学式

さくらっこ26人が入園
さくら幼稚園 入園式

町立さくら幼稚園（竹内佐紀子園長）の入園式が４
月９日に行われ、新たに２６人の園児が入園しました。
担任の先生が一人一人の名前を読み上げると、園児ら
は「はい！」と手をあげて元気よく返事をしていまし
た。竹内園長が式辞を述べると園児らは真剣に耳を傾
け、先生たちが歓迎の歌を披露すると笑顔でリズムに
乗りながら聞いていました。はじめての保育園生活にワクワクの新入園児

９ ������ ใ͔Θͮ

児童を交通事故から守る
新入学（園）児を交通事故から守る県民運動
新入学（園）児を交通事故から守る県民運動が４月
４日から１０日にかけて行われました。５日朝には笹原
姫宮通りと町立文化の家前交差点、１０日朝にはさくら
幼稚園周辺で街頭指導・広報活動が行われました。町
交通安全対策委員と町議会議員が、通学・通園する児
童を守るため、ドライバーなどに広報チラシや啓発グッ
ズを配り、交通安全の注意を呼びかけました。

沢田涅槃堂奉賛会（後藤治也会長）は４月７日、涅
槃堂横の桜見晴台で、新元号「令和」決定を記念し、
こいのぼり揚げと河津桜の記念植樹を行いました。（表
紙）参加した地区の子ども１５人が、「令和」への橋渡し
の意味も込めてロープを引き、こいのぼりを空高く揚
げました。河津桜は１１本の苗木を、地区の子どもや大
人みんなで協力し１本ずつ丁寧に植樹しました。

令和へ繋ぐこいのぼり
沢田区 こいのぼり揚げ 河津桜植樹

みんなで協力してロープを引きこいのぼりをあげる

立派な自衛官を目指して
自衛隊入隊者激励会

自衛隊入隊者激励会が３月１３日、役場で行われ岸重
宏町長や自衛隊関係者など約１０人が、海上自衛隊に入
隊する島崎由詩さん＝浜＝を激励しました。岸重宏町

ゆうた

長は「厳しい訓練を乗り越え、国民の期待に応える立
派な自衛官を目指してほしい」と激励の言葉を述べま
した。島崎さんは、激励を受け神奈川県の横須賀教育
隊に一般曹候補生として入隊しました。

入隊への意気込みを述べる島崎さん

町消防団入団式が４月４日、Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館で行われました。再任を含む１６人の新入団員が加
藤友紀団長から辞令を受けました。新入団員たちは岸
重宏町長からの激励の言葉を受け、無火災・無災害の
決意を新たに気を引き締めました。式では、新入団員
を代表して第５分団の飯田達也さん＝上佐ヶ野＝が宣
誓書を読み上げました。

新入団員16人を歓迎
河津町消防団入団式

宣誓書を読み上げる新入団員代表

登校する南小児童を見守る交通安全対策委員



菜の花だより

和田 佳菜子（31歳）
浜松市出身。2018年６月、河津町地
域おこし協力隊に着任。

協力隊ショップBouquetがオープン
ブーケ

▲バガテル公園内の協力隊ショップBouquet

心を込めた
笑顔のサービス

た
と
き
に
接
客
し
た
お
客
様
が

覚
え
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い
て
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れ
て
、
今
井
浜

で
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
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」
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く
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ま
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し
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い
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民
間
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報
協
力
員
）

長谷川 壮真 さん
はせがわ たけまさ
地区 笹原
20歳 血液型O型 おうし座
伊豆今井浜東急ホテル

河津町地域おこし協力隊通৴

https://www.facebook.com/
kawazu.kyouryokutai/

河津町観光協会
＠kawazu.kanko
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んにちは！地域おこし協

力隊２年生和田です。毎

回、四苦八苦しながら文章を書

かせてもらっています。

バガテル公園の春バラまつり

に合わせて、４月28日に協力隊

の初の店舗がオープンしました。

すでに顔を出していただいた皆

さんありがとうございます！

来てくれた人は知っていると

思いますが、実は…このお店に

は「協力隊ショップBouquet

（ブーケ）」という名前が付いて

います。フランス語で“花束”

を意味するブーケから付けてい

ます。せっかくバガテル公園で

お店をするならフランス語で、

皆さんに覚えてもらいやすい単

語がいいなと思っていました。

“地域おこし協力隊”はその名

のとおり、いろいろな経験・知

識を持つメンバーが河津を盛り

上げるために活動をしています。

それぞれが活動をしながらも、

きれいな花束のように相乗効果

でよりよい活動をしていきたい、

という意気込みも込めて３人で

名付けました。

店では、活動を通して撮影し

た写真でおススメスポットを紹

介したり、河津町ゆかりの商品

販売を行いながら、町民の皆さ

んも気軽に参加できるようなワー

クショップを展開していく予定

です。

それぞれの活動で店舗営業を

お休みすることもありますが、

気軽にお立ち寄りください。

こ

レッフ シュ
図書館カレンダー 5月

土金木水火月日

４３２１

1110９８７６５

18171615141312

25242322212019

313029282726
■は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出 版 社著 者 名書 名（一般書）

主婦の友社柴田 典子/監修
主婦の友社/編喪主ハンドブック

世界文化社亀田 龍吉/写真・文ルーペで発見！
雑草観察ブック

本の雑誌社テリー植田誰も教えてくれない
イベントの教科書

自由国民社山口 謠司もっと心とカラダを整える
おとなのための１分音読

KADOKAWA雹月 あさみ/著
ヨシタケ シンスケ/イラスト

トイレで読む、トイレのた
めのトイレ小説

出版社著者名書 名（児童書）

PHP研究所竹内 薫「文系？」「理系？」に
迷ったら読む本

汐文社近藤 隆夫オリンピックを呼んだ男
田畑政治

PHP研究所窪田 陽一/監修道路はどのようにつくるのか？

小学館藤子・F・不二雄/キャラクター
原作、フォルスタッフ/構成

頭を楽しくきたえる！
推理クイズ

アリス館かねこ まきちゃのまのおざぶとん

【開館時間】
9:00～18:00土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館 緯34ー1115

Ίよ͏ɻ࢝り͔͚͔Βɺޠ

今月のブッΫελーτ
と き：5月23日(木）13時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成31年1月生まれの赤ちゃん

今月のおはなし会

ೕ༮͚ࣇのಡΈฉ͔せ

はΒ͋͜おΉしの会

10時10分～10時30分0・1・2歳児向け
10時40分～11時2・3歳児向け

5月9・16・23・30日（木曜日）
10時～10時30分幼児向け

5月18日（第3土曜日）

খֶੜ͚のಡΈฉ͔せ

ʢͱ͖ʣのは͜ͿͶؒ࣌
15時50分～16時20分

5月8・15・22・29日（水曜日）

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

館長のつぶやき･･･

本屋大賞は、全国の書店員さんが自分で読んで「面白かった」
「薦めたい」「売りたい」と思った本を投票し決定します。
文化の家図書館では、受賞した全作品を取り揃えています。

瀬尾まいこ/著そして、バトンは渡された本屋大賞
小野寺史宜/著ひと２位

深野 野分/著ベルリンは晴れているか３位

森見登美彦/著熱帯４位

平野啓一郎/著ある男５位

木皿 泉/著さざなみのよる６位

三浦しをん/著愛なき世界７位

知念実希人/著ひとつむぎの手８位

芦沢 央/著火のないところに煙は９位

伊坂幸太郎/著フーガはユーガ10位

もぐらはすごい日本絵本賞大賞
アヤ井アキコ/作 川田伸一郎/監修 アリス館
大根はエライ日本絵本賞
久住昌之/文・絵 福音館書店
たぬきの花よめ道中
最上一平/作町田尚子/絵 岩崎書店
あめだま絵本賞読者賞
ペク・ヒナ/作 長谷川義史/訳 ブロンズ新社
ねこはまいにちいそがしい文化の家絵本賞
ジョー・ウィリアムソン/作・絵 いちだいづみ/訳 徳間書店

１１ 2019.5 ใかわづ

図書館だより
http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/
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★2019年本屋大賞が決定しました★

第24回日本絵本賞・文化の家絵本賞が決まりました

高校生棋士・藤井聡太七段の登場に将棋界は、にわかに活気づいてい
る。幾多の最年少記録の更新、連勝記録と、破竹の勢いである。これか
らもたくさんの物語を紡いでいくだろう。そんな将棋の世界に生きる棋
士たちを、山口瞳は『血涙の十番勝負』で愛情を込めて（魔界）の人達
と称した。その一人に村山聖も数えられる。

さとし

羽
は

生善治が七冠に向かって
ぶ

絶頂のころ、羽
は

生と対峙したのが村山である。病魔に侵されながら将棋
ぶ

への情熱を傾けた壮絶な生きざまは、大崎善生の『
よし お

聖の青春』に詳しい。
さとし



こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。健康福祉課 緯34－1937

望まない受動喫煙を防止するため、

平成30年７月に「健康増進法の一部

改正する法律」が成立し、10月に

「静岡県受動喫煙防止条例」が制定

されました。詳しくは県健康増進課

ホームぺージをご覧ください。

問 県健康増進課

緯054－251－2779

●今月のテーマ
年に一度の
健康診断
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受
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？
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を
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受
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みんなで防ごう
受動喫煙

▲特定健診

受動喫煙による県民の健康への悪影響を未然に防止し、県民の健康寿命の

更なる延伸を図るため、条例が制定され、4月1日からは、県内の原則全ての

飲食店の出入口に「禁煙」「分煙」「喫煙可」の標識の掲示が義務付けられま

した。

■条例で定められたそれぞれの「責務」
県 民：受動喫煙の害について理解しましょう。

喫煙をする場合は、周りの人へ配慮しましょう。

保護者：未成年を受動喫煙の害から守りましょう。

事業者：従業員や利用者が受動喫煙を受けないように環境整備をしましょう。

保険者：保健事業を通じて受動喫煙の防止や健康づくりに取り組みましょう。

静岡県受動喫煙防止条例

保健のお知らせ

■育児相談
日 時 6月4日(火)

10時～11時30分
場 所 保健福祉センター

ふれあいホール
対象者 子育て中の保護者
内 容 身体測定、離乳食や子どもの

食事に関する相談、育児相談
持ち物 母子健康手帳

■健康相談および母子健康手帳交付
日 時 5月20日（月）、6月3日（月）

13時30分～15時30分
場 所 保健福祉センター
持ち物 ・妊娠届出書（病院で配付さ

れた場合はご持参ください。）
・個人番号カードまたは通知
カード

・身元の確認ができるもの
（写真付きでない場合は２種
類ご持参ください）

・印鑑

■のびのび発達検査（要予約）
日 時 5月27日(月)
場 所 保健福祉センター 相談室２
２カ月に１回、児童相談所心理司に

よる精神発達精密検査と個別相談を行っ
ています。利用したい人は健康福祉課
まで連絡してください。

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

緯0120−560−655（年中無休）
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町政 PickUp

町
で
は
平
成
３１
年
３
月
に
、
２

０
１
９
年
度
～
２
０
２
８
年
度
の

新
た
な
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営

戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成

２９
年
度
に
実
施
し
た
「
河
津
町
水

道
事
業
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
結
果
を
踏
ま
え
、
水
道
委
員
会

を
開
催
し
、
水
道
事
業
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
も
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

新
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
今
後
１０
年

間
の
河
津
町
水
道
事
業
の
将
来
像

と
、
経
営
方
針
や
財
政
状
況
の
検

討
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
詳
細
は

今
後
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
。水
道
委
員
か
ら
は「
新

ビ
ジ
ョ
ン
の
公
表
だ
け
で
な
く
、

水
道
水
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
水
道
事
業
へ
の
理
解
を
得
る

た
め
施
設
見
学
な
ど
の
施
策
を
願

う
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

新
た
な
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

町
の
水
道
事
業
の
将
来
像
や
経
営
方
針

３月 →→ ４月

▲「河津町水道ビジョン」

伊
豆
半
島
地
域
へ
2
1
2
億
円

第
29
回
河
津
桜
ま
つ
り
経
済
波
及
効
果
調
査
結
果

前
行
政
相
談
委
員
に
感
謝
状
贈
呈

４
月
10
日
＠
役
場

応
接
室

行
政
相
談
委
員
を
６
年
間
務
め
、

３
月
に
退
任
し
た
板
垣
み
や
子
さ

ん
＝
梨
本
＝
に
４
月
１０
日
、
総
務

大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政

活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
、
相
談
者
に
助
言
な
ど
を

行
い
ま
す
。

板
垣
さ
ん
は
、
総
務
省
静
岡
行

政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
の
杉

浦
勝
所
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取

第
２９
回
河
津
桜
ま
つ
り
に
お
け

る
経
済
波
及
効
果
調
査
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
前
回
調
査
か
ら
１９

年
経
過
し
、
観
光
客
の
観
光
形
態

の
変
化
や
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

な
ど
の
公
共
交
通
網
が
整
備
さ
れ
、

河
津
桜
ま
つ
り
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
化
し
て
き
た
た
め
、
現
在
の

経
済
波
及
効
果
を
計
る
こ
と
を
目

的
に
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
結
果

は
、
今
後
の
河
津
桜
ま
つ
り
の
方

針
検
討
や
、
交
通
機
関
整
備
な
ど

の
地
域
振
興
に
役
立
て
ま
す
。

【
調
査
の
概
要
】

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
実
施
日
２

月
２５
日
・
３
月
２
日
、
回
答
数
２

４
７
人
）

②
経
済
波
及
効
果
の
試
算

【
試
算
条
件
】

来
場
者
数

９０
万
７
０
５
０
人

主
催
者
支
出
額

４
２
０
０
万
円

消
費
者
支
出
額

来
場
者
に
対
し

て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ

り
設
定

経済波及効果
（生産誘発額）直接効果総支出額経済波及効果

（生産誘発額）直接効果総支出額

5,300万円4,200万円4,200万円6,100万円4,200万円4,200万円
主催者
運営支出

26億7,000万円21億1,200万円32億4,400万円211億5,200万円147億2,600万円193億6,300万円
来場者
消費支出

27億2,300万円21億5,400万円32億8,600万円212億1,200万円147億6,800万円194億500万円合 計

り
、「
恐
縮
で
す
」と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

【
調
査
結
果
】

・
河
津
町
内
へ
の
経
済
波
及
効
果

は
２７
億
２
３
０
０
万
円

・
伊
豆
半
島
地
域
へ
の
経
済
波
及

効
果
は
２
１
２
億
１
２
０
０
万
円

▼「第29回河津桜まつり」の経済波及効果

▲感謝状を受け取る板垣さん

【調査】一般財団法人静岡経済研究所
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□行政

□財政

□防災

□消防

□企画

□福祉

□子育て

□介護

□保険

□健康

□議会

□窓口

□税務

□建設

□水道

□産業

□教育

▼うち河津町への経済波及効果



ごみと不法投棄の実績
平成29～31年度にエコクリーンセン

ター東河の大規模改修工事を実施して

います。この間、通常2炉の焼却を1炉

ずつの交代運転としますので、ごみの

減量にご協力をお願いします。

【ごみの量実績】

【不法投棄処理実績】

町では、定期的に不法投棄防止パト

ロールを行い、不法投棄の未然防止や

早期発見に努めています。

不法投棄を「しない」はもちろん、

「させない」適切な管理を行い、町の

環境美化に努めましょう。

問町民生活課窓口係 緯34－1932

前年比平成31年3月平成30年3月

－15トン318トン333トン

前月比＋240㎏340㎏平成3１年3月

工業統計調査はわが国の工業の実態

を明らかにすることを目的とした統計

法に基づく報告がある重要な統計です。

調査結果は中小企業施策や地域振興

などの基礎資料として利活用されます。

調査時点は6月1日です。調査票への回

答をお願いします。

問企画調整課企画調整係 緯34－1924

工業統計調査にご協力を

不法投棄されている缶やペットボトル

2019�5 報かわづ １４

国民健康保険税1期、軽自動車税1期

5月31日（金）が納期です。

問 町民生活課 緯34ー1928

◆今月の納税◆
介護保険料1期

5月31日（金）が納期です。

問 健康福祉課 緯34ー1937

聴覚障害者への理解、コミュニケー

ション技術（手話）の習得を目的とし

た養成講座を開催します。

対 象 手話に興味のある人

募 集 20人

内 容 手話技術18講座

必須講義3講座

と き 6月5日(水)～11月6日(水)

19時～21時 2時間

（毎週水曜日・夏休み有）

ところ 下田市民文化会館

2階大会議室

下田中央公民館 2階会議室

参加費 無料 テキスト代金 3,240円

申 込 健康福祉課にある申込用紙に

必要事項を記入し、申し込ん

でください。

問健康福祉課福祉介護係 緯34－1937

手話を一緒に学ぼう

ひきこもり相談会
ひきこもりの状態が長期化すると、

本人や家族だけでは対応が難しい場合

もあります。家族だけで抱え込まずに、

ぜひご相談ください。

と き 6月12日(水)毎月第2水曜日

ところ 下田総合庁舎 4階相談室

内 容 ひきこもり支援コーディネー

ターなどによる相談

その他 秘密は厳守します。

事前に予約が必要です。

問・連絡先 県賀茂健康福祉センター

緯24－2056

HIV検査・肝炎検査など
と き 5月16日（木） 9時～12時

ところ 下田総合庁舎別館１階相談室

検 査 B型肝炎、C型肝炎、HIV、梅

毒、HTLV-1

申 込 検査前日16時までに電話予約

その他 検査は無料・相談は随時受付

同日に骨髄バンクドナー登録

ができます。（要予約）

問・予約先

賀茂保健所地域医療課 緯24－2052

10月に実施される「全国地域安全運

動」を啓発するため、ポスター・標語・

青パト写真を募集します。

テーマ ①子供・女性の犯罪被害防止

②暴力団排除の徹底

③青色防犯回転灯装備車の活

動中の写真

応募のきまり

ポスター：デザインは、四切サイズ

（540㎜×380㎜）の横描き

標語：応募は１課題につき1人1点

青パト写真：応募は1人5点まで

応 募 作品の裏に住所、氏名(フリガ

ナ)、年齢、電話番号、職業または学校

名、学年を明記してください。

締 切 5月28日(火)

問・送付先

〒415ー8525 下田市東中7－8

下田警察署管内防犯協会 緯27－2766

ポスター・標語・青パト写真募集

平成21年5月から実施されている裁

判員裁判は、5月で制度施行10周年を

迎えます。静岡地方裁判所では、裁判

官が皆さんの職場や学校に行き、裁判

員制度の意義や運用状況などを伝える

とともに、疑問や不安に感じることを

直接聞く出前講座を実施します。

対 象 県内の企業、学校、PTA、自

治体（15人程度以上）

と き 平日の昼間 1時間程度

ところ 希望の場所（職場や学校など）

内 容 裁判員制度の概要説明および

質疑応答など

問・申込先 静岡地方裁判所沼津支部

緯055－931－6000

裁判員制度10周年

電波のルールは必ず守ろう
6月1日～6月10日は、電波利用環境

保護周知啓発強化期間です。電波の利

用にはルールがあります。

渇無線機器を利用するときは、必ず

「技適マーク」が付いているか確認し

てください。

渇外格規格の無線機器は、防災行政無

線やテレビ放送などに妨害を与えるお

それがあり、国内では使用できません。

問総務省 東海総合通信局

不法無線局の相談 緯052－971－9107

テレビなどの受信障害の相談

緯052－971－9648

暮らしの情報

※このコーナーに掲載を望まない場合
は、お申し出ください。

相 談
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ひとの動き

（3月1日～31日届出）

お知らせ

納付は、お近くの金融機

関・郵便局・コンビニ・MMK

設置店で！

問下田財務事務所課税課 緯24－2018

自動車税は5月31日(金)まで

身近なこと生活相談へ
日時・場所

5月22日（水） 10時～15時

保健福祉センター ボランティア団体室

6月5日（水） 10時～15時

保健福祉センター ふれあいホール

問社会福祉協議会 緯34－1286

人権・行政相談
日時・場所

6月5日(水) 10時～15時

保健福祉センター ふれあいホール

問町民生活課窓口係 緯34－1932

日本年金機構出張相談
三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や、年金の請求、各種書

類の提出などを受け付けます。

日時・場所

5月24日(金) 東伊豆町役場(要予約)

6月7日(金) 下田市役所(要予約)

9時30分～11時30分、13時～14時

電話予約をしてください。

問東伊豆町役場健康づくり課

緯0557－95－6304

下田市役所市民保健課 緯22－3922

障害者のための就労相談会
障害のある人の就職や生活面での相

談、障害のある人たちを雇用する事業

主の皆さんの相談、自分らしく働ける

場所を探している人の相談など、各種

相談に応じます。障害者手帳を持って

いない人の相談にも応じます。

と き 5月21日(火)毎月第3火曜日

13時30分～15時30分

ところ 保健福祉センター

ボランティア団体室

問賀茂障害者就業

生活支援センター「わ」緯22－5715

甲種防火管理新規講習

対 象 ①消防法第8条第1項の規定に

より、防火管理者を定めなければなら

ない防火対象物で防火管理上必要な業

務を適切に行うことができる管理的・

監督的な地位にあって、資格を有しな

い人 ②将来、防火管理者として防火

管理業務にあたることが予想される人

と き 7月3日(水)～7月4日(木)

1日目 9時50分～16時50分

2日目 9時50分～15時55分

ところ 下田市民文化会館 1階

受 付 5月30日(木)～5月31日(金)

定員60人

受講料 7,500円 ※協会指定の払込取

扱票で事前に振り込み

申 込 受講料振り込み後、受講申込

書兼受講票に必要事項を記載

し、FAXで日本防火・防災協

会に申し込んでください。

問下田消防本部予防課 緯22－1849

(一財)日本防火・防災協会

緯03－3591－7121
介護の相談窓口

サンシニア河津では介護の相談窓口

を設けています。介護でお困りの人、

お気軽にご相談ください。

日時・場所

毎月 第1・3土曜日 10時～15時

サンシニア河津 相談室

問サンシニア河津 緯32－3203

戸籍だより

（4月1日現在）

(－16)前月比人7,228人 口
人3,514（男）
人3,714（女）

（＋13）前月比世帯3,325世帯数

人口と世帯
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河
津
駅
前
に
昨
年
８
月
２４
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
飲
食
店
『
遊
楽
』
の
店
主
の

ゆ
ら

梅

和
也
さ
ん
。
妻
の
美
穂
さ
ん
と
と

も
に
夫
婦
で
店
を
開
き
た
い
と
ず
っ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
以
前
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
食
器
を
集
め
る
な
ど
準
備
を
進
め
、

つ
い
に
長
年
過
ご
し
た
河
津
で
店
を
始

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ホ

テ
ル
や
保
養
所
で
料
理
を
作
っ
て
い
た

和
也
さ
ん
、
店
で
の
料
理
は
全
て
一
人

で
作
っ
て
い
ま
す
。

『
遊
楽
』と
い
う
店
名
は
、小
学
６
年

生
だ
っ
た
息
子
さ
ん
の
「
ゆ
ら
ゆ
ら
で

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
一
言
か
ら

生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。『
楽
』
と
い
う

た
の
し
い

字
を
入
れ
た
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
後

か
ら
字
を
当
て
て
『
遊
楽
』
に
な
り
ま

ਓ
美穂さん手描きのメニュー

し
た
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
８
カ
月
「
ホ
テ
ル
な

ど
と
違
っ
て
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
目

の
前
で
見
れ
る
の
が
良
い
で
す
ね
。
お

い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

店
内
の
メ
ニ
ュ
ー
は
全
て
美
穂
さ
ん
の

手
描
き
に
よ
る
も
の
。
芸
術
的
な
字
が

た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
で
き
る
空
間
を
テ
ー
マ
に
し
た
内
装

も
美
穂
さ
ん
の
提
案
で
、
夫
婦
で
協
力

し
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
「
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
の
で
、
地
元
の
人
に
親
し
ま
れ
な

が
ら
、
協
働
し
て
営
業
し
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
柔
ら
か
く
落

ち
着
い
た
声
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
元
の
人
に
親
し
ま
れ
る
店
に

令
和
元
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
４
月
１
日
に
新
元
号「
令
和
」

が
発
表
さ
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
元

号
が
変
わ
る
実
感
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。
時
代
の
節
目
を
迎
え
る
１０

連
休
を
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
ま
し
た
か
？

仕
事
だ
っ
た

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
家
で

の
ん
び
り
過
ご
し
た
人
、
旅
行
に

出
か
け
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
取
材
で
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出

し
つ
つ
、
慌
た
だ
し
い
４
月
を
終

え
て
ホ
ッ
と
一
息
つ
き
ま
し
た
。

５
月
か
ら
ま
た
心
機
一
転
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
S
）

姉妹都市長野県白馬村通信

白馬南小学校入学式

白馬南小学校入学式

4月4日に白馬南小学校・北小学校の入学式が行われました。前日までの

雪降りもどこへやら、晴れわたる青空の下、たくさんの笑顔あふれる入学

式となりました。新入生の皆さんは、新しく始まる学校生活への期待と緊

張でいっぱいの中、先生の話に元気いっぱいの返事ができていましたね。

新入生・保護者の皆さま、ご入学心よりおめでとうございます。

食彩旨酒 遊楽

うめはら かずや
浜 48歳
食彩旨酒「遊楽」の店主。ホテルの料
理長や保養所で料理の腕を磨きました。
料理は『手作り』を心がけて振る舞っ
ています。

梅 和也さん
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